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はじめに：月次決算の「見えない工数」 

多くの企業において月次・四半期・年次決算は「経理部門の最大の負荷」です。

勘定残高の証憑突合・期末調整仕訳の作成・グループ会社間取引の消去・開示資料の

作成という一連の作業が、締め日に向けて集中し、担当者は深夜まで作業を余儀なく

されます。その作業の多くは Excel と手作業によって行われており、「どのセルが最

新か」「誰がどこまで確認したか」「承認者はいつ承認したのか」というトレーサビ

リティが確保されない状態が続いています。 

BlackLine はこの「財務クローズ（Financial Close）プロセス」を自動化・可視

化・統制する SaaS 製品です。2001 年創業の独立系 FinTech 企業（2022 年に SAP が

約 40 億ドル相当の株式取得により Strategic Partner 化）として、現在 4,400 社以上・

110 カ国以上に導入されています。 

本稿では BlackLine の機能詳細を解説するとともに、同じく「入金消込の自動化」

を提供する SAP Cash Application との機能的差異・利用目的の違いを整理します。

「BlackLine と SAP Cash Application はどう違うのか・なぜ両方が必要なのか」とい

う問いに答えることを目的とします。 



 

1. BlackLine の製品構成：何ができるのか 

BlackLine の主要モジュール全体像 

BlackLine はモジュール型 SaaS であり、企業の課題に応じて必要なモジュールを

選択導入できます。全モジュールを導入した場合、「Record-to-Report（R2R）プロ

セス全体」のデジタル化が実現します。 

● Account Reconciliations（勘定残高照合）：BlackLine の最も基本的なモジュ

ール。勘定科目ごとの期末残高証明・照合作業をプラットフォームで管理しま

す。 

● Task Management（タスク管理）：決算作業を「タスク（Task）」として登

録し、担当者・期限・承認者・依存関係を BlackLine 上で管理します。Excel

チェックリストの置き換えです。 

● Journal Entry（仕訳エントリ管理）：期末調整仕訳の作成・承認・ERP への自

動転記を管理します。手入力仕訳のリスク（誤転記・未承認転記）を排除しま

す。 

● Transaction Matching（トランザクション照合）：大量の明細レベルでの照合

作業（銀行明細の勘定照合・グループ会社間取引照合・売上計上の根拠照合

等）をルールベースで自動化します。 

● Intercompany Hub（グループ会社間取引管理）：グループ各社間の売掛金・

買掛金・内部取引明細を自動突合し、期末消去のための不一致検出・調整を管

理します。 

● Consolidation Integrity Manager（連結整合性管理）：連結決算システム

（SAP BFC・Oracle HFM・OneStream 等）のデータ品質チェックを自動化し

ます。連結仕訳・消去仕訳のポスティング整合性を検証します。 

● Financial Reporting Analytics（財務レポーティング分析）：残高推移・変動

分析・異常値検出をリアルタイムで可視化するダッシュボード。 

● AR Intelligence（売掛金インテリジェンス）：売掛金の回収予測・顧客別リス

ク分析・督促戦略の自動化。 



 

2. Account Reconciliations：残高照合の詳細 

従来の残高照合作業の問題点 

月次決算での残高照合作業は「ERP（SAP）から勘定残高を Excel に貼り付け→証

憑（銀行残高証明・取引先残高確認書等）の残高と手作業で突合→差異があれば原因

調査→照合完了を Excel に記録→上長が Excel を確認→ファイルサーバーに保存」とい

う手順が一般的です。この作業には「担当者が必ずしも決まっていない・証憑の添付

漏れ・上長の承認が記録に残らない・旧版 Excel と最新版の混在・監査時の説明に多

大な工数」という問題があります。 

BlackLine Account Reconciliations の動作 

● 照合テンプレート（Reconciliation Templates）：勘定科目の性質（現預金・

売掛金・棚卸資産・前払費用・固定資産等）に応じた照合フォーム

（Template）を定義します。テンプレートは「何を証明するか（残高の構成要

素）」「どの証憑を添付するか」「差異説明の記載方法」を規定します。 

● 自動残高取込：SAP S/4HANA / ECC 等の ERP から勘定残高（GL Balance）

が自動的に BlackLine に取り込まれます。SAP Connector（後述）によって定

期的（日次・月次）に残高データが同期されます。担当者は BlackLine 上で残

高確認から作業を開始できます。 

● ステータス管理：各勘定科目の照合状態が「未着手（Open）→作業中（In 

Preparation）→確認済み（Prepared）→承認済み（Approved）→完了

（Certified）」のステータスで可視化されます。決算責任者は全勘定科目の照

合進捗を BlackLine のダッシュボードでリアルタイムに把握できます。 

● 証憑添付と監査対応：照合結果に証憑（PDF・Excel・画像）を直接添付しま

す。すべての添付・コメント・承認操作は監査ログ（Audit Trail）に自動記録

され、誰が・いつ・何をしたかが完全に追跡されます。J-SOX 監査対応で監査

人が BlackLine に直接アクセスして証跡を確認できる体制が整備できます。 

Transaction Matching の詳細 

Transaction Matching （ TM ） は 明 細 レ ベ ル の 大 量 照 合 作 業 を 自 動 化 す る

BlackLine の高機能モジュールです。 

● 照合ルールエンジン：「金額一致・日付一致（±N 日の許容）・参照番号一致

（部分一致・正規表現）・特性値一致」等の照合条件をルールとして定義しま



す。ルールの組み合わせで「完全一致・ファジー一致・許容誤差内一致」を段

階的に自動照合します。 

● 主な照合シナリオ：銀行明細と総勘定元帳明細の照合（銀行勘定照合）・本社

と子会社間のグループ内債権債務照合・クレジットカード明細と経費精算明細

の照合・売上計上根拠（受注・納品・請求書）との三方向照合。 

● 未照合明細の管理：自動照合で解決しない「未照合明細（Unmatched 

Items）」は担当者が手動照合するキューに入ります。未照合明細の残高推

移・エイジング（経過期間）が可視化されます。 

● 許容差異の設定：照合ルールに「金額許容誤差（例：±1,000 円以内の差異は

自動クリア）」を設定できます。端数誤差による無意味な未照合を排除しま

す。 



 

3. Journal Entry Management：仕訳管理の詳細 

期末調整仕訳のリスクと管理 

期末調整仕訳（Manual Journal Entry：MJE）は「棚卸評価損・未払費用計上・繰

延収益計上・为替換算調整」等、自動仕訳では対応できない会計上の見積・判断が必

要な仕訳です。この MJE は不正リスク・誤謬リスクが最も高い領域であり、会計不正

の多くは MJE を経由して実行されます。 

BlackLine Journal Entry Management の動作 

● 仕訳テンプレート（JE Templates）：定型的な期末仕訳（毎月同じ科目への計

上等）はテンプレートとして登録し、担当者は金額のみ入力します。 

● 仕訳の承認フロー：すべての仕訳は「作成→一次承認→二次承認（金額が一定

以上の場合）→転記」というフローを経ます。承認なしの転記は物理的にブロ

ックされます。 

● SAP 自動転記：BlackLine で承認された仕訳は SAP S/4HANA に自動転記され

ます（SAP Connector または API による

FB01/BAPI_ACC_DOCUMENT_POST）。担当者が SAP GUI で手入力する必

要がなくなります。 

● 仕訳のサポートドキュメント：各仕訳に「計算根拠・証憑・承認理由」を添付

します。監査時に「この仕訳はなぜ計上したのか」を即座に説明できる体制が

整います。 

● 繰返し仕訳・自動反転仕訳：翌月に自動反転する仕訳（月次未払費用・前払費

用の反転等）は「自動反転フラグ」を設定すると翌月初に自動反転仕訳が生成

されます。 



 

4. Intercompany Hub：グループ間取引管理 

グループ会社間取引の照合問題 

グループ企業においてグループ内取引（内部売上・内部仕入・グループローン・

管理費用配賦等）の消去は連結決算の最大の作業負荷の一つです。A 社の売掛金残高

と B 社の買掛金残高が一致していないケース（誤差・タイミング差異・通貨換算差異

等）の特定と調整に多大な工数が費やされます。 

Intercompany Hub の機能 

● グループ内債権債務の自動突合：各グループ会社の ERP から取り込んだ債権

残高・債務残高を Blackline 上で自動突合します。 

● 不一致の可視化：突合結果が「一致（Matched）・許容差内（Within 

Tolerance）・不一致（Mismatched）」のステータスで表示されます。不一致

の原因分析（タイミング差異・未計上取引・為替差異等）を Blackline 上でコ

メント付きで管理します。 

● 調整仕訳の管理：不一致解消のための調整仕訳を Intercompany Hub 上で起票

し、相手会社の承認を得た上で ERP に反映します。 

● ネッティング（Netting）支援：同一グループ内の債権と債務を相殺して決済

するネッティング処理の管理・記録を BlackLine 上で実施できます。 



 

5. SAP とのコネクタ技術：データ連携の仕組み 

SAP Connector for BlackLine 

BlackLine と SAP ERP のデータ連携は「SAP Connector for BlackLine（ERP 

Extractor）」を通じて実現します。SAP S/4HANA・ECC・Business Bydesign 等に対

応したコネクタが提供されています。 

データ抽出の仕組み 

● Extractor（抽出プログラム）：SAP 側に「BlackLine Extractor（ABAP プログ

ラム）」をインストールします。Extractor が総勘定元帳残高・明細・組織マ

スタデータを BlackLine が規定する CSV フォーマットで抽出します。 

● データ転送：抽出ファイルを SFTP 経由で BlackLine のクラウドストレージに

転送します。または SAP BTP Integration Suite（iFlow）経由の API 転送も選

択できます。 

● 取込スケジュール：日次の自動データ取込スケジュールを設定します。リアル

タイム連携（変更差分のリアルタイム Push）は原則提供されておらず、バッ

チ同期が標準です。 

S/4HANA 2020 以降：CDS View 拡張コネクタ 

S/4HANA 2020 以降向けに「BlackLine CDS Connector（CDS Extension）」が

提供されています。SAP 標準の CDS View を活用してデータ抽出を行う方式で、ABAP

カスタムプログラム（Extractor）を不要とします。 

● 標準 CDS View の活用：「I_GLAccountLineItem」「I_GLAccountBalance」

等の S/4HANA 標準 CDS View のデータを直接 BlackLine に送信します。 

● OData API 連携：CDS Connector は SAP OData API を活用したデータ連携も

提供しています。SAP の IT 部門が Extractor プログラムをインストール・保守

する必要がなくなります。 



 

6. SAP Cash Application との詳細比較 

比較の前提：二つは異なる問題を解決している 

「BlackLine と SAP Cash Application はどう違うのか」という質問に対する最も

重要な回答は「解決する問題が根本的に異なる」という事実です。両製品はともに

「照合（Matching）」という言葉で説明されますが、照合の対象・タイミング・目

的・利用者が全く異なります。 

SAP Cash Application の解決する問題 

SAP Cash Application（SAP CA）が解決する問題は「入金消込の自動化」です。

具体的には「銀行から届いた入金明細（MT940・BAI2 等の銀行明細）が、どの顧客の

どの請求書に対する支払なのか」を自動判定して SAP 上の売掛金を自動消込（クリア

リング）する処理です。 

● 処理タイミング：日次（銀行明細が届くたびにリアルタイム処理）。月次の処

理ではなく、日々の現金管理業務を対象とします。 

● 処理対象データ：銀行入金明細と売掛金（オープン明細：未入金の請求書）。

FI の AR（Accounts Receivable）モジュールのデータが対象。 

● 利用者：AR 担当（入金消込担当）・現金管理担当。 

● AI の活用：Siamese ネットワークによる NLP（仕入先・金額・参照番号の曖

昧一致）と Learning to Rank アルゴリズムによる ML 予測で自動消込率を向

上させます。 

● SAP 内完結：SAP Cash Application は SAP BTP のマイクロサービスとして

SAP S/4HANA の FI モジュールと直接統合されます。BlackLine のような外部

SaaS を必要としません。 

BlackLine が解決する問題 

BlackLine が解決する問題は「財務クローズ（月次・四半期・年次決算）プロセ

スの統制・効率化」です。決算締めに際して行う「証憑照合・残高証明・調整仕訳・

グループ間取引消去・開示書類作成」という一連の作業を管理するプラットフォーム

です。 

● 処理タイミング：月次・四半期・年次の決算タイミング。日々の業務処理では

なく、期末クローズ作業を対象とします。 



● 処理対象データ：総勘定元帳残高・明細・調整仕訳・グループ会社間取引。FI

全般・CO・連結データが対象。 

● 利用者：経理・財務担当（GL 担当・決算担当）・CFO・内部監査・外部監査

人。 

● SAP 外完結（ERP に依存しない）：BlackLine は SAP 以外の ERP（Oracle・

Microsoft Dynamics 等）にも対応するマルチ ERP 対応 SaaS です。SAP 固有

のテクノロジーに依存しません。 

機能対比表 

対象プロセスの違い 

● SAP Cash Application：日次の入金消込（AR Clearing）・銀行明細の消込自

動化 ⇔ BlackLine：月次決算の勘定照合・調整仕訳・決算タスク管理 

照合対象の違い 

● SAP Cash Application：銀行入金明細 ⇔ 売掛金オープン明細（請求書）の消

込照合 ⇔ BlackLine：ERP 残高 ⇔ 証憑（銀行残高証明・取引先残高確認

書）・グループ内債権債務の期末照合 

AI の使い方の違い 

● SAP Cash Application：入金の帰属先（どの顧客のどの請求書への支払か）を

機械学習で予測・自動消込 ⇔ BlackLine：Transaction Matching で大量明細

の自動突合（ルールベース＋ML） 

SAP 統合方式の違い 

● SAP Cash Application：SAP BTP Native（S/4HANA FI と直接統合・SAP シ

ステム内で完結） ⇔ BlackLine：SAP Connector / CDS Connector 経由のデ

ータ抽出・外部 SaaS として SAP 外から連携 

主な利用部門の違い 

● SAP Cash Application：AR（売掛金）担当・現金管理担当 ⇔ BlackLine：GL

（総勘定元帳）担当・決算責任者・内部監査・外部監査 

J-SOX 対応の範囲の違い 

● SAP Cash Application：AR 消込処理の自動化・XAI（説明可能 AI）による消込

根拠の記録 ⇔ BlackLine：決算プロセス全体の内部統制（照合証跡・仕訳承認

ログ・タスク完了証跡） 



併用の意味：両製品は補完関係 

SAP Cash Application と BlackLine は競合関係にありません。解決する問題が

「日次の AR 消込（Cash Application）」と「月次の財務クローズ統制（BlackLine）」

に分かれているため、両方を導入することで「日々の入金処理の自動化」と「月次決

算の品質・効率化・統制」という異なるレイヤーの課題を解決できます。 

実際に、SAP Cash Application で AR 消込の自動化を図りながら、BlackLine 

Account Reconciliations で AR 残高の期末証明を管理するという構成が多くの SAP + 

BlackLine 導入企業で採用されています。SAP Cash Application が日々の消込で総勘

定元帳を整備し、BlackLine が期末時点での GL 残高の正確性を証明するという役割分

担です。 



 

7. BlackLine と SAP Financial Closing Cockpit と

の比較 

SAP Financial Closing Cockpit（FCC）との位置関係 

「BlackLine と同様のタスク管理機能を SAP も持っているのではないか」という

疑問が生じます。SAP Financial Closing Cockpit（FCC）は SAP が提供するクロージ

ングタスク管理ツールです。両者の比較を整理します。 

● SAP FCC：SAP システムのバックグラウンドジョブ・ABAP プログラムの実行

スケジュール管理に特化。SAP 固有のタスク（MRP の実行・標準原価更新・

資産決算等のバッチ処理）の順序制御と進捗管理が主用途。SAP 外の作業

（Excel での証憑チェック・メール確認・他システムでの操作）は管理できま

せん。 

● BlackLine Task Management：SAP 外を含む全ての決算タスク（Excel 作業・

他システム確認・チームミーティング・監査法人への資料送付等）を含む決算

プロセス全体を管理します。SAP システム外の作業・人手作業も含めた

「End-to-End 決算管理」が対象です。 

FCC と BlackLine も競合ではなく補完です。FCC で SAP バッチ処理の自動実行・

順序制御を行い、BlackLine でその後の人手による照合・仕訳・承認作業を管理する

という組み合わせが実践的です。 



 

8. 他社導入事例 

事例 1：製造業 A 社 — 月次決算期間の短縮 

背景と課題 

製造業 A 社（グループ会社 20 社）は月次決算のクローズに 10 営業日を要してい

ました。各子会社からの勘定照合ファイル（Excel）の収集・確認に 3 営業日、連結仕

訳の調整に 4 営業日が費やされ、残りの 3 日で財務報告を作成するスケジュールは常

にギリギリでした。勘定照合の証跡が各担当者のローカル PC 上の Excel に散在してお

り、内部監査時に「どの版が最新か・誰が承認したか」の確認に追加工数が発生して

いました。 

BlackLine 導入と成果 

A 社は BlackLine Account Reconciliations・Task Management・Journal Entry 

Management の三モジュールを導入しました。SAP Connector による残高自動取込で

担当者が Excel に残高を転記する作業がゼロになり、照合フォームへの記入・証憑添

付・上長承認が BlackLine 上で完結するようになりました。決算タスクのリアルタイ

ム進捗可視化により、遅延タスクの早期発見・リソース投入の最適化が可能になりま

した。月次クローズ期間が 10 営業日から 6 営業日に短縮され、J-SOX 監査対応のため

の資料準備工数も大幅に削減されたと報告されています。 

事例 2：グローバル企業 B 社 — グループ間取引照合の自動化 

背景と課題 

50 か国以上に子会社を持つグローバル企業 B 社は、四半期の連結決算においてグ

ループ内取引照合（Intercompany Reconciliation）に最大 2 週間を要していました。

各国子会社の経理担当者がメールと Excel でグループ内取引残高を確認・照合するプ

ロセスは、タイムゾーン差・言語差・会計基準差（現地 GAAP vs IFRS）によるコミュ

ニケーション工数が膨大でした。 

Intercompany Hub 導入と成果 

B 社は BlackLine Intercompany Hub を導入し、全子会社の ERP（SAP・Oracle・

Microsoft Dynamics 等）から BlackLine にグループ内取引明細を自動集約する統合フ

ローを構築しました。BlackLine 上でグループ内取引の自動突合・不一致通知・調整

コメントのやり取りが完結するようになり、メールと Excel による往来が廃止されま



した。Intercompany 照合完了までの期間が 2 週間から 3 営業日に短縮されたと報告さ

れています。 



 

9. BlackLine 導入の設計上の注意点 

照合テンプレート設計の重要性 

BlackLine 導入の品質は「照合テンプレート（Reconciliation Template）の設計

品質」に大きく依存します。テンプレートは「この勘定科目の残高をどのように証明

するか」を定義するものであり、会計基準・内部統制の要件を正確に反映したテンプ

レート設計が必要です。設計が不十分なテンプレートでは「形式上は BlackLine で照

合完了しているが、実質的な証明ができていない」という事態が発生します。 

SAP 残高の正確な取込設計 

BlackLine の Account Reconciliations は「SAP 残高を正とした照合」が前提です。

SAP Connector による GL 残高取込が不正確（為替換算ロジック・連結消去前後の残

高の選択・セグメント別残高の取込方式）な場合、BlackLine 上の照合作業自体が意

味を持ちません。SAP 側の残高データ定義（どのキーの残高を・どのエンティティ

で・どの通貨で取り込むか）の設計が BlackLine 導入の最重要前提条件です。 

変更管理：経理担当者の行動変容 

BlackLine 導入の最大の変更管理課題は「 Excel とメールでのやりとりを

BlackLine に移行することへの経理担当者の抵抗」です。特に長年 Excel で作業してき

たベテラン担当者ほど「いつもと違う」ことへの抵抗が強くなりがちです。「なぜ

BlackLine に変わるのか（コンプライアンス・監査対応・業務効率）」という導入目

的の浸透と、実際の操作トレーニングの両方を丁寧に実施することが導入成功の鍵で

す。 

 

 

以上 


